
臨床検体を用いた消化器癌のバイオマーカーの検索
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要 旨 :われわれは, 手術によって得られる臨床校体および遺伝子をバンク化し, 遺伝子および賓白

の発現と臨床データとを対比検討することで, 消化器癌のバイオマ
ーカーを検宗してきた 対象は,

横浜市立大学附属市民総合医療センター消化器病センターおよび神奈川県立がんセンターで手術 した

胃癌, 大腸癌症例のうち, 本研究への参加に同意した成人症例である 方法は, まず手術検体より遍

組織および隣接する正常組織を可及的速やかに採取後, 0 ・C T com Pclulld に包埋し, 匿名化して凍結

バンク化する 次にこれを薄切し, H E 染色より塩細砲の含有量が80% 以上認める標本を幅組織と

定義し, 免友染色用のプレパラートの作製と, 薄切標本からの皿ひ映 の抽出を行い, RT 反応にて

thD N A を作成してバンク化している これらを用い, 定量 PC R 法にて各遺伝子の発現量を測定し,

臨床病理組織学的データとの相関や癌組織と正常粘膜内での発現量の差果を検討し, また免疫染色に

て同貫自質の分布や発現量を評価している その結果, 現在までに45個の分子を検討し, 8 個の分子

でバイオマーカーとしての有用性が示唆された 現在も本研究は進行中であるが, 本方法は数多くの

臨床検体を効率よく短期間に検討でき, 臨床医でも容易にバイオマーカーの検索が可能であるため,

特に臨床科における右用性が高いと考えられる 研究方法と現在までの成果について詳述する

K ey ■70 rd 車 操 stro c nにr。lo鼓 調 can C CI (消 化 器 癌 ) , b lo  lll飽 o (バ イ オ マ
ー カ ー ) , tartt t I IC le c u le (標 的 分 子 ) ,

Pred■tOI (予測因子)

はじめに

臨床において, 分子標的治療が大きな成果をおさめて

いる現在, 新規抗癌剤開発の方向は, 癌細砲に発現した

特定の分子機能を標的とする分子標的案に向けられてい

る その開発の概略は, バイオマーカーを標的として分

子標的業を作成し, これを用いて ul vitto および III wII O

で有用とと安全性を校証した後, 臨床レベルでphasc 試

験を施行するといったものである 標的分子となるバイ

オマーカーの種類は実に多岐にわたるが, その多くが臨

床校体を用いた検討で臨床的有用性を予測することが可

能である 臨床校体を用いたバイオマーカーの検索法は

いくつか上げられるが, われわれは臨床検体と臨床デー

タを同時に検討することが可能である外科の特長を生か

し, 手術によって得られる臨床校体および遺伝子を大量

にバンク化し, 遺伝子および& 自の発現を臨床病理学的

データと対比検討することで, 明らかにしてきた われ

われが行っている検討法は, 大量の症例を効率よく短期

間に検討できることから, 研究方法とその成果について

詳述する
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